


































































巨大な書誌データ群に対して、1 つの検索窓から 1 度だけ検索を行うのである。各リ




バリーであるEBSCO Discovery Serviceでは、キーワードが1) 文献の主題項目、2) タ
イトル、3) 著者キーワード、4) 抄録内のキーワード、5) 全文内のキーワードにどれ
だけヒットしたかで検索結果表示の優先順位を決めており、これらの中でも 1)の「文
献に付与された主題項目」が最も優先される。そのため、膨大な学術情報の中から利
用者が求める情報をより効率的に提示することができる。 
求める情報を膨大なリソースから 1 度で検索することができるディスカバリーは、
「何を探したらいいのかわからない」、また「探したい情報はわかっているが、どこで、
どうやって探したらよいのかわからない」といった利用者を希望の文献にナビゲート
するうえで有用なツールだといえるだろう。 
 
IV. おわりに 
電子リソースの増加により利用者がアクセスできる情報量が飛躍的に増加する中、
彼らが何を利用できるのか、またどのように利用するのかを周知させることが、図書
室に求められる重要な機能となりつつある。電子情報を利用する際にその「交通整理」
を行ってくれるオンラインリソースソリューションの整備が、大量の電子資料を扱う
図書室の中で今後より一般化していくのではないだろうか。 
